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⾃自分の知識識を論論理理的な⽂文
章構造で明確に表記する。
それがインターネット時
代の情報リタラシーの⼀一
番重要な概念念である。�

�

新しい学びのステップ・空間�
§ デジタルで「書く」ことは、「⾃自分の知識識のアウトプット/表現の追
求である」�

§ 私たちの考える「学びのステップ」とは、デジタルで「書く」という
プロセスの繋がりである。�

書く�
整理理する�

分析する�
利利⽤用する�

書く�

！�

対
話�

整理理する�
分析する� 利利⽤用する�
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書くための思考のエンジン/�
脳とコンピュータ�
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§ ⼤大学ノートシステム/THInKS �
§ ⼤大学⽣生⼀一⼈人ひとりに提供されるTHInKSは、個⼈人の書く⼒力力を⽀支える、イ
ンターネットに存在するノートアプリケーションであり、知識識の記述
スタイルと蓄積・配信機能をもつ、⽣生涯利利⽤用できる⾃自分⾃自⾝身の脳とし
ての存在となる�

根拠(通常
はデータ) 主張� 反論論 

(反対の主張) 

理理由付け�

裏裏付け�

関連�

限定条件�

思考のエンジン�
�
事例例は、論論証分析法。�
他のエンジンとして、KT法、KJ法、三段論論法、
起承転結など、インターネット時代のダイアロ
グに基づいて研究開発され続ける�



THInKSのプロトタイプ�
講義ノート�
Bit�
レポーティング�
クラブ、サークル活動�
趣味/知的好奇⼼心/メモ�
スケジューラ/将来の⽬目
標�
収集/クリッピング�
参考⽂文献�
感想/⽇日記/出来事�
�

分類設定�
・⽇日付型�
・カテゴリー型�

学生、教職員は、自分の好きな電子的
なノートを設計することが可能だが、
大学生の思考や利用用途に対していく
つかのお奨めスタイルを提供していて、
その使い方などをコーチングしてくれ
る。成長するに従って、それはオリジ
ナルのノート空間になってくる。 

書くという単位は、ポストイット型の
カードをイメージする。それらカード
を、自分のスタイルで整理する。 

これまですでに幾つかの
典型的なコミュニティー
型Webが研究開発されて
いる�

§  ⻘青⼭山学院⼤大学理理⼯工学部と⽂文学部と共同でTHInKSの研究プロジェクトを
⾏行行った（2004年年）�

§  ⾃自分のスタイルで「書く、整理理する、発想する、学ぶ」を設計す�

4�

Tatsumi NAGAYAMA�



⻘青⼭山学院⼤大学理理⼯工学部の研究室�

⼤大学知の記述様式の研究	
 
	
 
在学中のすべての記録	
 
卒業してからも使え、⼤大学知
へのフィードバックやTHInKS
上での⼤大学院などもいずれ開
催される	
 
	
 
同窓会や、OB会の連絡網や事
務局などにも機能する	
 

�

卒業してからも社会⼈人となってからも使える研究室ノート�
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ダイアログで⾃自分と他の⼈人をつなぐ�
§  仲間との会話は、ダイアログ形式で⾏行行う。 

§  たとえば、⾃自分の講義ノートに、先⽣生への質問を記⼊入すると、数⽇日後には先⽣生からの返答が、
ノートにダイアログで出現する、といったしくみを検討している。 

講義ノート	
 
UMLモデリング概論論	
 
2004/01/30	
 

UMLモデリングの歴史 
　1994 年 
　1997 年 UML 1.0 
　2003 年 UML 1.5 
UML とは 
　モデルの表記法のベース 
　オブジェクト・モデルなので、世の中
にあるものすべては表現できる。 

2004/01/31	
 20:45	
 
質問：	
 
FUM	
 とは何ですか？	
 
�

?	
 

学⽣生からの質問リスト�

2004/01/30 20:45 柳沢幸子 
　　クラス：UMLモデリング概論 
　　FUMとは何ですか？ 
 
2004/01/28 15:23 山田麻世 
　　クラス：UMLモデリング概論 
　　OMG が提唱する MDA とは何ですか？ 

返答する�

返答する�

先⽣生側�

2004/01/31 20:45 
質問： 
FUM とは何です
か？ 
 
2004/01/31 23:30 
回答：永山 
フラクタクルUMLの
略です。 
フラクタクルUMLに
ついては、このペー
ジによくまとめてあ
ります。読んでみて
ください。 

講義ノート	
 
UMLモデリング概論論	
 
2004/01/30	
 

UMLモデリングの歴史 
　1994 年 
　1997 年 UML 1.0 
　2003 年 UML 1.5 
UML とは 
　モデルの表記法のベース 
　オブジェクト・モデルなので、世の中
にあるものすべては表現できる。 

返 
答 
が 
あ 
る 
と�

!	
 

論論 
証 
分 
析�

根拠(通常
はデータ) 主張� 反論論 

(反対の主張) 

理理由付け�

裏裏付け�

関連�

限定条件�

ダイアログ
エンジン�



Bitは学⽣生主導のテーマを持った空間�
§  bit  とは、学部・学科・学年年を超えて、様々な学⽣生が集まって、⼀一つのテー
マで議論論する空間である。�

§  ここでは、学⽣生が主体であるため、アドバイザーとして、適任な先⽣生を、
学⽣生から指名することができる。�

§  bit  は、時代の先端を⾛走る話題に対して、先⽣生がいないというというパラダ
イムを想定している。コミュニティサイトではない。他のメンバーのレ
ポートを読み、分析し、⾃自分の考えを⽂文章で書かねば発⾔言できない。�

§  学部、学科、学年年を超えた新しいつながりを⽣生み出し、オンラインミニ学
会を始め、実際に⼩小さな講演会を開くといったフィジカルなイベントへの
発展性を持つ。�

スタートレックにみる�
コンピュータサイエンス�

未知のテーマについての議論論�
�
この	
 bit	
 では、5⼈人の学⽣生と
⼀一⼈人の先⽣生が参加して、SF	
 
スタートレックの世界のコン
ピュータサイエンスについて、
分析、議論論している。	
 
各⼈人は、論論⽂文形式で⾃自分の意
⾒見見を提出すると、他のメン
バーがそれに対して、反論論や
同意といった論論証分析の形式
で⾃自分の意⾒見見を表す。	
 
そのようにしてまとめられた
論論⽂文がそれぞれの因果関係を
⽣生みだし、最終的にはこの
bit	
 の成果物として成⻑⾧長し、
蓄積されていく。�

�
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bitシステム�
§  個⼈人環境を基盤に、そこから共有環境である	
 bit	
 へ、⾃自分のリソースを公開することで、情報共有を⾏行行う。�

過去� 現在� 未来�

未来の⾃自分へのメッセージを書く�

計画	
 
⽬目的	
 
わからないこと	
 
知りたいこと�

⾃自⼰己評価�

ステータス� ⾃自⼰己評価�

ステータス�

t	
 

個⼈人環境�

bit	
 
共有環境�

⾒見見る、訊く�

bit  に属さない学⽣生や教員、事務員�

答える�

情	
 
報	
 
公	
 
開�

ノート	
 
論論⽂文	
 
資料料	
 
辞書�

ダイアグラム� FAQ	
 

共通テーマ�

将来の⾃自分(計画、夢)	
 

時間粒粒で機能する�

体験� 講義� 実⾏行行�
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シラバスの研究�
§  ⻘青⼭山学院⼤大学のラーニングメディア構想の研究は、シラバスの研究であった�
§  シラバスとは、⽇日本と⽶米国においてはその本質的な意味の違いはあるが、我々は、⻘青学の教授連と議論論
し、⼤大学知の公開、つまり、シラバスを世の中に公開し、開かれた⼤大学知識識の表現、伝承、を永続的に
⾏行行える電⼦子的な情報構築、提供の在り⽅方を研究した�
§  P4（THInKSのプロトタイプ）�

§  東京⼤大学⼯工学研究科とのディスカッション�
§  東京⼤大学研究プロジェクトである「知識識の構造化」の研究メンバーとディスカッションを⾏行行い、シ
ラバスが、固有化、孤⽴立立化する現象で、複数の知識識を同時に駆動することが難しくなっている問題
は、実際の問題解決の能⼒力力の妨げ、あるいは、社会の複雑化に対して⼤大学知が有効ではなくなる将
来を危惧している。 

§  出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』�
§  シラバスとは、(Syllabus)⽇日本では講義・授業の⼤大まかな学習計画のこと。⽶米国では、各回講義内
容から教員連絡⽅方法まで、個別講義の受講に関して必要な情報をすべて盛り込んだメモのこと。�

§  シラバスの作成は、⽇日本では、主として⼤大学が導⼊入しており、また、⼩小・中・⾼高でも広く作られる
ようになった。また、教科書発⾏行行会社も⾃自社が発⾏行行する教科書に基づいた標準的な学習計画をシラ
バスとして作成し、参考としてホームページなどで公開している場合もある。�
§  シラバスをを作成する利利点は、�

§  学習の流流れを学⽣生が理理解し、円滑滑に授業を受けられる�
§  指導者にとっても、学⽣生に対して円滑滑に指導を進められる�

§  ことなどが挙げられる。�
§  ⼤大学のシラバスの主な内容は、講義名、教員（国⽴立立⼤大学の場合は教官）が誰であるか、取得数、講
義の開かれる学期・期間、使⽤用教材、講義の⽬目的、講義の対象者、講義による到達⽬目標、成績評価
⽅方法など、およそ学⽣生が講義を受け単位を取得するにあたって必要な情報である。 

9�

Tatsumi NAGAYAMA�


